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1. はじめに 

近年、動画配信サービスやライブなどで色彩を使った演

出が多く利用されている。そこで動画配信サービスでの聴

取者のコメントを利用してそこから導かれる感情をベースに、

楽曲を色と形で視覚的に表現できるような概念を提案す

る。 

２. 楽曲の視覚化 

視覚化のため、YouTube のコメントを抽出した聴取者感

情を利用する。８９の楽曲を対象に「音響要素」と「歌詞要

素」をそれぞれ５感情（喜怒哀楽安）でジャンル分けを行っ

た。２つの要素から、「色彩心理学」と「多色配色のコンセプ

トゾーニング」を用いた色と、「視覚心理学」を用いた形で画

像を生成する。生成には Google Gemini AI を用いる。「歌

詞は色・音響は形」と「歌詞は形・音響は色」の２パターンで

画像生成を行う。対象楽曲の情報は表１の通りだ。 

表１ 画像生成対象楽曲 

発表年 楽曲名 アーティスト 画像 No 

2018 U.S.A. DA PUMP 2・4 

2022 Habit SEKAI NO OWARI 3 

2023 アイドル YOASOBI 1 

 

以上の楽曲から生成された画像は図１の通りである。 

 
図１ 生成された画像の代表例 

３. 生成画像に関するアンケート結果 

正確な視覚化のためアンケートを実施。１８歳から３０歳

までの男性２０名、女性７名の計２７名を対象に行った。楽

曲の印象と画像の印象があっているかを問い、１０点満点

で評価する。図２は各画像と楽曲の印象の一致度をヒート

マップでまとめたものである。 

 
図２ アンケート回答の平均値ヒートマップの代表例 

各画像の中で平均して点数が高かったのは画像１と２と３

である。明るい色と角が鋭利な形が多くの人が好むと推測

した。しかし「Habit」では画像４が圧倒的に点数が高かった

がそれ以外の画像は低い結果となった。以上より画像スタ

イルは、すべての曲に使用できる「万能型」と異質の曲要素

を持つのに最適な「特化型」の２つに分けることが出来ると

考察する。 

４. まとめと課題 

以下のような改善が必要である。 

１．入力情報の拡張：音楽ジャンルの導入 

２．感情モデルの高度化：５感情から２軸モデルへ移行 

３．視覚マッピングルールの調整（定性コメントのフィード

バック） 

４．歌詞・意味情報の統合（マルチモーダル化） 

以上のように変更を加えることによってより正確に視覚化

に近づけると考察。また、好まれる色と形が結果で分かった

ため、調査する必要がある。これらを踏まえて視覚化の精

度が上がるよう改善していきたい。 
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